
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　         複数個収納した買い物袋を取り出し口から適宜取り出すようにした買い物袋収
納容器において、上板と４面の側板と底板とから略直方体状の収納部を形成し、前記１面
の側板を横方向に開閉自在にすると共に，この側板を開放した開口部分から前記収納部に
複数個の買い物袋を収納するように構成し，複数個の買い物袋を１枚ずつ縦方向と横方向
に折って、縦長で平板状に折り畳み、そして折り畳んだ状態で複数個重ね合わせて，買い
物袋の持ち手側を上にして、前記開口部分から収納部に、立てた状態で収納し、前記底板
には、前記収納部に収納された複数個の買い物袋それぞれの下端縁と直 する方向に買い
物袋の取り出し用の長溝を設け、該長溝にはすべての買い物袋の下端縁が直 して臨んで
おり、前記長手方向の端部に連通した切り欠き部を前記側板の下端部に設けたことを特徴
とする買い物袋収納容器。
【請求項２】
前記開閉自在な側板を正面方向に位置させて開閉自在な前板となし、その対向する側板を
背板となし、前記前板を開放した開口部から前記背板方向に前記平板状に折り畳んだ状態
の買い物袋を収納し、前記長溝は前記前板から背板に向かって形設すると共に前記切り欠
き部を前記前板に設けたことを特徴とする請求項１に記載の買い物袋収納容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、家庭に溜まった買い物袋を収納し、買い物袋を再利用するとき容易に取り出
すことが出来る買い物袋収納容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ス－パ－マ－ケット等の商店で買い物をした際、ポリ袋、レジ袋等の買い物袋に商品を
入れて持ち帰るが、持ち帰った袋は再利用することができるため、保管しておくことが多
い。従来買い物袋を収納する方法としては、台所等の引き出しの中に折り畳んで重ねて収
納したり、特許文献１に示されているように袋に丸めて詰め込んだり、特許文献２に示さ
れているように折り畳んで箱に収納している。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２７８９４３号　公報
【特許文献２】特開２００６－５６５９１号　公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　買い物袋を台所の引き出しの中に収納すると台所用品の収納場所を塞いでしまう。また
、特許文献１のように袋の中に丸めて詰め込んで収納すると嵩張り、取り出した買い物袋
が皺だらけになる。さらに特許文献２のように箱に折り畳んで収納すると、取り出す際に
余分な買い物袋まで取り出してしまう場合があり、箱の中の買い物袋が少ない場合は買い
物袋が箱の中で倒れて買い物袋を取り出せないという問題点がある。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであって、その目的とするところ
は買い物袋の収納と再利用の際の出し入れが容易に行うことができ、場所をとらず、見映
えもよい買い物袋収納容器（以下収納容器という）を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
          前記目的を達成するための本発明は、上板と４面の側板と底板とから略直方体
状の収納部を形成し、前記１面の側板を横方向に開閉自在にすると共に，この側板を開放
した開口部から前記収納部に複数個の買い物袋を収納するように構成し，複数個の買い物
袋を１枚ずつ縦方向と横方向に折って、縦長で平板状に折り畳み、そして折り畳んだ状態
で複数個重ね合わせて，買い物袋の持ち手側を上にして、前記開口部分から収納部に、立
てた状態で収納し、前記底板には、前記収納部に収納された複数個の買い物袋それぞれの
下端縁と直 する方向に買い物袋の取り出し用の長溝を設け、該長溝にはすべての買い物
袋の下端縁が直 して臨んでおり、前記長手方向の端部に連通した切り欠き部を前記側板
の下端部に設けたことを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は前記開閉自在な側板を正面方向に位置させて開閉自在な前板となし、そ
の対向する側板を背板となし、前期前板を開放した開口部から前記背板方向に前記平板状
に折り畳んだ状態の買い物袋を収納し、前記長溝は前記前板から背板に向かって形設する
と共に前記切り欠き部を前記前板に設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の収納容器においては、平板状に折り畳んだ状態の買い物袋を多数重ね合わせて
収納し、買い物袋が必要な際に、容易に取り出すことができ、買い物袋が一度に多数いっ
しょに出てくることもない。また、収納した買い物袋はすべて長溝に接しているので、買
い物袋が箱の中で倒れて取り出せなくなるということもなく、最後の１枚まで取り出すこ
とができる。買い物袋を平板状に畳むので皺も少なく買い物袋を再利用しやすい。また、
場所をとらず、どこにでも吊着して使用することができる。よって台所等の部屋の整理整
頓を行うことができ、買い物袋の有効利用をはかることもでき、収納した買い物袋がはみ
だすことなく見映えもよい。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下の図面に基づいて本発明を説明する。
【００１０】
　図１は、収納容器１の斜視図である。収納容器１は収納部１ａと買い物袋２を入れるた
めの開口部１ｂと長溝１ｃと収納容器１を家屋の取付部に吊着するための係止部１ｆを有
して構成されている。尚、本実施にかかる収納容器１は木材で形成されている。前記収納
部１ａは複数の買い物袋２を収納するためのものであって、巾約１０ｃｍ、奥行約４ｃｍ
、長さ約２９ｃｍの直方体状に形成されている。
【００１１】
　前記収納容器は上板１６と４面の側板１１，１２，１３，１５と底板１４とで直方体状
の収納部１ａを形成し、前記１面の側板である前板１３は蝶番１７，１８で側板１２に取
り付けて開閉自在にし、前板１３と側板１５に鉤を付けた開口部１ｂを設ける。収納部１
ａに開口部１ｂから図４の（ロ）のように折り畳んだ買い物袋２を横方向に持ち手２１を
上に収納し、買い物袋２を収納後鉤１１９を掛ける構成となっている。
【００１２】
　次に、図４に基づいて周知の買い物袋２の折り畳み方を説明する。買い物袋２は（イ）
のように２ａ，２ｂと折り畳んで縦に３等分する。さらに２ｃと折り畳んで横に２等分し
、（ロ）のように平板状に折り畳む。そして、折り畳んだ買い物袋（ロ）を前記の収納容
器１の中に前述したように収納する。
【００１３】
　前記底板１４には前記収納部１ａに収納された買い物袋２と直 する方向に長溝１ｃを
設け、該長溝１ｃの長手方向の端部に連通した切り欠き部１ｄを前記前板１３に設け、長
溝１ｃから買い物袋２を取り出す構成となっている。
【００１４】
　前記背板１１にも長溝１ｃと連通した切り欠き部１ｅを設けることにより、背板１１側
の買い物袋２を取り出しやすくする構成となっている。
【００１５】
　前記収納容器１を家屋の取付部に吊着するための係止部１ｆを設けた構成となっている
。
【００１６】
　次に本実施の形態の作用を説明する。収納容器１の鉤１９をはずし、開閉自在の前板１
３を開き、図４の（ロ）のように折り畳んだ買い物袋を持ち手（図４に符号２１で示す）
を上にして、収納容器１の長溝１ｃに直 する方向に収納し、収納容器１の鉤１９をかけ
る。そして、収納容器１の背板１１に設けた係止部１ｆを家屋の取付フックに引っかけて
吊着する。買い物袋２が必要な時は前記長溝１ｃから指を入れて，前記収納部１ａに収納
してある買い物袋２を引っ張り出す。
【００１７】
　本実施の形態の収納容器１は以上のような構成になっているため、場所をとらず収納が
でき、買い物袋２を取り出す際は長溝１ｃから買い物袋２を指で摘んで容易に引張り出す
ことができる。
【００１８】
　以上、本発明の実施の形態を説明してきたが、本発明の具体的な構成は本実施の形態に
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等があっても本発明に
含まれる。
【００１９】
　例えば、本実施の形態の収納容器１は木材で作られているが，収納容器１は合成樹脂、
厚紙等の剛性素材で形成することもできる。又、買い物袋２が比較的小さい場合には、縦
に２等分して、前記の収納容器１の中に前述したように買い物袋２を収納する。
【図面の簡単な説明】
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【００２０】
【図１】本発明の実施の形態にかかる買い物袋収納容器の斜視図である。
【図２】図１の買い物袋収納容器に買い物袋を収納した状態を示す斜視図である。
【図３】図２の縦断面図である。
【図４】買い物袋を示す図で、（イ）は折り畳み前を示し、（ロ）は折り畳み後を示す図
である。
【符号の説明】
【００２１】
　１　　買い物袋収納容器
　１１　背板
　１２　側板
　１３　前板
　１４　底板
　１５　側板
　１６　上板
　１７　蝶番
　１８　蝶番
　１９　鉤
　１ａ　収納部
　１ｂ　開口部
　１ｃ　長溝
　１ｄ　切り欠き部
　１ｅ　切り欠き部
　１ｆ　係止部
　２　　買い物袋
　２１　持ち手
　２ａ，２ｂ，２ｃ　折り畳む線
【要約】
【課題】毎日の買い物などにより家庭に持ち込まれて溜まる買い物袋の収納と再利用の際
、容易に取り出すことができ、場所をとらず、見映えも良い買い物袋収納容器の提供。
【解決手段】買い物袋を折り畳んで複数個収納する直方体状の収納部があり、家屋の取付
部に着脱自在に吊着できる係止部をもつ買い物袋収納容器で、収納容器の前面を開閉自在
な開口部とし、平板状に折り畳んだ状態の買い物袋を収納する。収納容器の下端部に買い
物袋の取り出すための開口部である長溝を設け、買い物袋を利用する際は，長溝より買い
物袋を１枚ずつ引き出して，再利用する。長溝に連通した切り欠き部を設けているので、
買い物袋を取り出しやすい構成となっている。
【選択図】　図１
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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